

























































































































































































































































行ったのか、 ②西鶴は 『源氏物語j『枕草子jと比べ 『徒然草jをどう見ているかと尋ねた。発表者
は、 ①西鶴の序文にしばしば引用されている 『徒然草』 を研究することが、西鶴の理解になると思っ
た、 ②和歌と俳譜という同じ伝統の流れとしてみていると述べた。





ロパート・キャ ンベル氏は、 西鶴の中の f徒然草Jのとらえ方を尋ね、発表者は肯定的にとらえて
いると答えた。
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